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令和 8年度 第 1回摂津市立別府小学校 学校運営協議会 議事録 

令和8年5月26日（火）18：30～20：30 

場所：別府小学校 視聴覚 

出席者：校長、教頭、首席、児童生徒支援コーディネーター、学校運営協議会委員、学校教育課 

 

1．開会あいさつ・自己紹介 

校長より、第1回学校運営協議会の開会にあたりあいさつがあった。 

続いて、出席者による自己紹介が行われた。 各委員より、 

◇地域と子どもたちが自然につながる学校づくりへの期待 

◇地域活動やPTA活動を通じた学校支援への思い  

◇子どもたちが楽しく過ごせる学校づくりへの願い  

◇学校・家庭・地域が連携した取組への期待                         などが共有された。 

また、教育委員会より、別府小学校の学校運営協議会は活発な議論や実践が行われていること

が紹介され、今後の取組への期待が述べられた。 

 

2．委嘱状交付 

教育委員会より、学校運営協議会委員への委嘱状交付が行われた。 

委嘱期間：令和8年4月16日～令和9年3月31日 

また、学校運営協議会委員には、会議ごとに報酬が支給されることについて説明があった。 

 

3．会長・副会長選出 

委員の互選により、 会長、副会長が選出された。 

会長あいさつ 

◇学校の様子を地域や保護者が知ることの大切さ  

◇学校・家庭・地域がつながる機会を増やしていきたいこと  

◇保護者が学校に関わりやすい仕組みづくりを進めたいこと            などが述べられた。 

副会長あいさつ 

◇子どもたちの様子に前向きな変化が見られること  

◇学校に関わる活動をさらに広げていきたいこと                      などが述べられた。 

 

4．学校運営について（校長より） 

校長より、令和8年度の学校経営方針について説明があった。 

（1）教職員組織の改革 

今年度は、教職員同士の「対話」を重視した組織づくりを進めていることが説明された。 

主な内容は以下の通り。 

◇学年や支援学級などの枠を超えた連携  

◇教職員同士が子どもについて話し合う機会の充実  

◇「学力」「生徒指導」「人権教育」「ICT」の4委員会体制の導入  

◇教職員が得意分野を生かして主体的に学校づくりに関わる仕組みづくり 

また、職員室内で教職員同士の会話や相談が増え、学校全体の雰囲気にも良い変化が見ら

れていることが共有された。 

 

（2）教育活動について 

地域や企業、様々な大人との出会いを重視した体験活動を進めていきたいとの説明があった。 

具体的には、 
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◇地域人材や企業と連携した教育活動  

◇放課後等に地域の方が学校に関わる機会づくり  

◇子どもたちが「別府小学校で学べて良かった」と思える学校づくり 

を進めていきたいとの方向性が示された。 

（3）学校からの発信について 

学校の取組や考えを保護者へ積極的に発信していく方針が説明された。 

◇参観日を活用した学校説明  

◇学校経営方針の説明会  

◇YouTube限定配信による情報発信  

◇保護者が学校の方向性を理解しやすい工夫        などを進めていることが共有された。 

 

5．いじめ防止の取組について（教頭より） 

教頭より、「親子で取り組むいじめ予防」および「別府小学校いじめ防止基本方針」について説

明があった。 

（1）いじめ防止基本方針の改定 

今年度の改定内容として、 

◇いじめの未然防止に関する取組の充実  

◇子どもたちが生き生き過ごせる学校づくりの重視  

◇被害児童を最優先に守る対応方針  

◇必要に応じて加害児童を別室指導する対応                      などが説明された。 

（2）6月6日（土）の取組について 

土曜参観日に実施予定の「学校の取組紹介」について説明があった。 

今回のテーマは「いじめ予防」とし、保護者とともに考える内容を予定している。 

主な内容は以下の通り。 

◇いじめに関する基本的な理解  

◇いじめ防止対策推進法について  

◇家庭での関わり方についての交流  

◇子どもから相談を受けた際の接し方  

◇保護者同士のグループ交流 

また、学校として、 

「誰もが楽しく幸せに6年間を過ごせる学校」を目指していることが改めて共有された。 

さらに、今年度の学校改革として、 

◇20分休みの拡大  

◇子ども主体の活動の充実  

◇ICT活用の推進  

◇教職員の休憩時間確保  

◇学校行事や交流活動の見直し 

など、子どもたちや教職員双方にとってより良い学校づくりを進めていることが紹介された。 

 

6．意見交換 

委員より、学校の取組に対して様々な意見や感想が出された。 

主な意見 

◇学校改革によって、子どもたちが学校をより楽しいと感じている様子が見られる  

◇家庭訪問や休み時間の変更など、子どもたちが前向きに受け止めている  

◇学校・家庭・地域が同じ方向を向くために、情報共有が大切である  

◇YouTube等による発信は、保護者理解につながる良い取組である  

◇地域も含めた学習会や交流の場づくりを進めてほしい 
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また、保護者からは、子どもと教員とのコミュニケーションについての相談や意見も出され、教育

委員会および学校側より、 

◇子どもの思いを丁寧に聞くことの大切さ  

◇保護者が学校へ相談することの重要性  

◇学校として事実確認を行いながら適切に対応していくこと        などの説明があった。 

 

7．地域連携の取組について 

「べふっこ未来基金」およびクラウドファンディングに関する進捗報告があった。 

（1）銘板設置について 

クラウドファンディング協力企業名を掲載する銘板について、現在制作を進めていることが説明さ

れた。 

◇銘木を使用した銘板を制作予定  

◇地域の書道家による揮毫を予定  

◇安全面も考慮しながら設置を進める                         などが共有された。 

（2）地域店舗との連携について 

寄付協力者向けに、地域店舗と連携した食事券の企画案が紹介された。 

◇地域店舗との連携による返礼企画  

◇学校と地域をつなぐ仕組みづくり  

◇今後も地域協力を広げていきたいこと               などについて意見交換が行われた。 

 

8．まとめ 

本協議会では、 

◇令和8年度の学校経営方針  

◇いじめ防止に関する学校の取組  

◇学校改革による変化  

◇地域・家庭との連携  

◇クラウドファンディングを活用した地域連携について共有され、活発な意見交換が行われた。 

 

学校運営協議会としても、 

「誰もが楽しく幸せに6年間を過ごせる学校」 「すべての子どもに居場所がある学校」 

の実現に向け、学校・家庭・地域が連携しながら取組を進めていくことを確認した。 

 


